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１   単 元 名  第 ２ 編  地 域 の 規 模 に 応 じ た 調 査   第 １ 章   身 近 な 地 域 の 調 査  

 

２   単 元 に つ い て  

( 1 )  教 材 に つ い て  

   生 徒 た ち は 、 前 単 元 ｢日 本 の す が た と さ ま ざ ま な 地 域 ｣の 学 習 で 、 日 本 の 位 置 と 領 域 、  

都 道 府 県 の 構 成 と 地 域 区 分 を 調 べ 、 日 本 の 地 域 構 成 を お お ま か に と ら え た 。  

   本 単 元 は 、 学 習 指 導 要 領 の ( 2 )の 地 域 の 規 模 に 応 じ た 調 査 の 「 ア 身 近 な 地 域 」 に あ

た る 。 こ こ で は 、 地 理 的 事 象 を 見 い だ し 、 事 象 間 の 関 連 の 発 見 過 程 を 体 験 し 、 地 理 的

な 追 究 の 面 白 さ を 実 感 さ せ る 体 験 的 、 作 業 的 な 学 習 を と お し て 、 生 徒 が 生 活 し て い る

地 域 に 対 す る 理 解 と 関 心 を 深 め さ せ 、 そ の 発 展 に 努 力 し よ う と す る 態 度 を 育 て る こ と 、

地 理 的 な 見 方 や 考 え 方 の 基 礎 を 培 う こ と の 二 つ を ね ら い と し て い る 。  

 「 身 近 な 地 域 の 調 査 」 の 単 元 は 、 こ の 大 項 目 の 最 初 の 単 元 で あ る 。 こ の 後 、 「 都 道

府 県 」 「 世 界 の 国 々 」 と 続 く 地 域 の 規 模 に 応 じ た 調 査 の 導 入 的 な 役 割 を 担 う 。 そ こ で 、

地 理 的 分 野 の 大 き な 目 標 の 一 つ で あ る 地 域 的 特 色 を と ら え る 視 点 や 方 法 と い う 学 び 方

を 身 に つ け さ せ た い 。  

( 2 )  生 徒 に つ い て  

   生 徒 た ち は 、 小 学 校 ３ ・ ４ 年 で 、 小 学 校 社 会 科 副 読 本 「 わ た し た ち の 盛 岡 」 を 活 用

し て 、 盛 岡 市 に つ い て の 学 習 を し て き て い る 。 そ こ で は 、 学 区 探 検 を 行 っ た り 、 盛 岡

市 全 体 の 土 地 利 用 の 様 子 を 地 図 に ま と め た り し て き た 。 し か し 、 盛 岡 市 に つ い て の 理

解 は 、 断 片 的 あ る い は 単 発 的 な と ら え し か で き て い な い 生 徒 が 多 い 。 ま た 、 近 年 、 玉

山 村 と 合 併 し て 新 盛 岡 市 が 誕 生 し た り 、 盛 岡 駅 西 口 に お け る 大 規 模 な 都 市 開 発 事 業 が

進 め ら れ た り 、 「 人 が 集 ま り ・ 人 に や さ し い ・ 世 界 に 通 ず る 元 気 な ま ち 盛 岡 」 を 目 指

す 将 来 像 を 掲 げ 、 変 化 し て き て い る 面 も あ り 、 盛 岡 市 の 全 体 像 を 多 面 的 に は と ら え き

れ て い な い 生 徒 も 多 い 。  

    そ こ で 、 身 近 な 地 域 で あ る 盛 岡 市 は 、 地 理 的 事 象 と し て 興 味 を 高 め ら れ る 題 材 で あ る と い え  

る の で 、 写 真 や グ ラ フ 、 地 形 図 な ど の 資 料 を 効 果 的 に 活 用 し 、 自 分 た ち が 住 む 盛 岡 市  

の 特 色 に つ い て 課 題 意 識 を も た せ な が ら 学 習 を 進 め て い き た い 。  

    生 徒 た ち の 社 会 科 の 学 習 に 対 す る 興 味 ・ 関 心 は 比 較 的 高 く 、 発 言 も 行 っ て い る 。 ま た 、 地 図 帳

や 資 料 集 な ど を 活 用 し て の 調 べ 学 習 も 指 示 に し た が っ て 行 う 。 し か し 、 読 み 取 っ た こ と

を 比 較 し た り 、 関 連 付 け た り す る 力 や 自 分 な り の 見 方 や 考 え 方 を 交 流 し 合 う 力 は 不 足

し て い る 。 ど ち ら か と い う と 日 本 や 世 界 に 見 ら れ る 諸 事 象 を 位 置 や 空 間 的 な 広 が り と

の か か わ り で 地 理 的 事 象 と し て 見 い だ す 「 地 理 的 な 見 方 」 は 少 し ず つ で き て き て い る

が 、 地 理 的 事 象 が な ぜ そ こ で そ の よ う に 見 ら れ る の か 、 そ し て 、 な ぜ そ の よ う に 分 布

し た り 移 り 変 わ っ た り す る の か 、 そ の 背 景 や 要 因 を 追 究 し た り 、 と ら え た り す る 「 地

理 的 な 考 え 方 」 は で き て い な い 。  

( 3 )  指 導 に つ い て  

  本 単 元 で は 、 地 形 図 や 統 計 資 料 を 活 用 す る こ と 、 観 察 ・ 調 査 に 意 欲 的 に 取 り 組 む こ

と を ね ら い と し た 学 習 活 動 を 行 う 。 本 時 の 学 習 に お い て は 、 盛 岡 市 の 新 旧 の 地 形 図 を

比 較 す る こ と で 明 ら か に な る 地 域 の 変 容 や 特 色 を 考 え る 力 、 課 題 解 決 の た め に 必 要 な

資 料 を 選 択 し 、 内 容 を 正 し く 読 み 取 る 力 を 育 て た い 。 ま た 、 地 域 の 規 模 に 応 じ た 調 査

の 導 入 と と ら え 、 本 単 元 の 学 習 を と お し て 、 地 域 的 特 色 を 明 ら か に す る 視 点 や 方 法 な

ど も 身 に 付 け さ せ た い 。  

 

 



３   単 元 目 標  

( 1 )  地 図 な ど か ら 得 ら れ る 情 報 か ら 、 自 分 の 生 活 空 間 で あ る 地 域 の 特 色 を と ら え よ う

と し て い る 。                      【 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 】  

( 2 )  身 近 な 地 域 の 諸 事 象 を 、 地 域 の 環 境 条 件 や 他 地 域 と の 結 び つ き 、 人 間 と の 営 み と

の か か わ り か ら 、 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 察 し て い る 。     【 社 会 的 思 考 ・ 判 断 】  

( 3 )  身 近 な 地 域 の 特 色 を と ら え る た め に 、 景 観 の 観 察 や 地 図 、 統 計 グ ラ フ の 読 み 取 り

な ど か ら 得 た 情 報 を 選 択 し て 、 ま と め て い る 。        【 資 料 活 用 の 技 能 ・ 表 現 】  

( 4 )  地 図 の 約 束 に つ い て 、 そ の 知 識 を 身 に 付 け 、 身 近 な 地 域 に お け る 地 形 、 気 候 、 産

業 な ど に つ い て 、 基 本 的 知 識 を 習 得 し て い る 。            【 知 識 ・ 理 解 】

  

４  単 元 の 指 導 計 画 （ ９ 時 間 ）  

(1) 身近な地域を見直そう･･･････････････････････････ １時間 

(2) 資料を使って見直そう･･･････････････････････････ １時間(本時 ) 

(3) 調査テーマを決めて見通しを立てよう･････････････ ２時間 

(4) いろいろな方法で調べよう･･･････････････････････ ３時間 

(5) 調査結果を整理・分析してまとめよう･････････････ １時間 

(6) 分かりやすい発表をして学び合おう･･･････････････ １時間 

 

５  本 時 の 指 導  

( 1 )  本 時 の 目 標  

①  地 域 の 特 色 や 変 化 し て い る 点 に 注 目 し 、 地 形 図 等 の 活 用 を と お し て 読 み 取 っ た

事 実 か ら そ の 要 因 や 背 景 を 考 え る 。 【 思 考 ・ 判 断 】  

②  新 旧 の 地 形 図 や 写 真 、 統 計 資 料 を 比 較 し 、 必 要 な 情 報 を 読 み 取 る 。 【 技 能 ・ 表

現 】              

( 2 )  本 時 の 指 導 構 想  

   本 時 は 、 「 身 近 な 地 域 の 調 査 」 の 学 習 の 導 入 の 時 間 で あ る 。 そ こ で 、 新 旧 の 地 形

図 や 空 中 写 真 を 活 用 し て 、 私 た ち の 住 ん で い る 地 域 が ど の よ う な 特 色 を も っ た り 、

変 化 し た り し て い る か 、 関 心 を も ち 、 調 べ て み よ う と す る 意 欲 を も た せ た い 。  

   ま た 、 生 徒 は 、 身 近 な 地 域 の 特 色 や 変 化 を 断 片 的 、 単 発 的 に と ら え て い る の で 、

特 色 や 変 化 を 人 間 の 営 み や 住 民 の 暮 ら し に と っ て ど ん な 意 味 が あ る の か を 考 察 さ せ

る こ と に よ っ て 、 地 理 的 な 見 方 や 考 え 方 を 育 て た い 。 さ ら に 、 グ ル ー プ で の 作 業 や

話 し 合 い を と お し て 、 地 形 図 を 活 用 す る 力 と 、 読 図 の 楽 し さ を 味 わ わ せ た い 。 そ し

て 、 地 図 の 活 用 を と お し 、 身 近 な 地 域 の 地 理 的 特 色 や 変 化 を と ら え さ せ 、 他 の 地 域

を 含 む 地 理 的 事 象 へ の 関 心 を 高 め た い 。 最 後 に 、 町 づ く り が 、 住 民 参 加 の も と 計 画

的 に 行 わ れ て い る こ と を 紹 介 し 、 町 づ く り へ の 参 画 意 識 を 高 め た い 。  

   

（ ３ ） 評 価  

   評価規準 具体の評価規準Ａ 具体の評価規準Ｂ 未達成の場合の手立て 

 

評 

価 

１ 

 

地域の特色や変化し

ている点に注目し、

地形図等の活用を通

して読み取った事実

からその要因や背景

を考える。 

地域の特色を人間の営み

や地域の課題とのかかわ

りに着目してとらえてい

る。 

地域が変化した理由を人

間の営みとのかかわりか

ら考えることができる。

新しくできたものが、住民

にとってどんな意味がある

のかを考えさせる。 

 

評

価

２ 

 

 

 

新旧の地形図や写

真、統計資料を比較

し、必要な情報を読

み取る。 

 

縮尺の大きな地形図を活

用し、土地利用、地形、

地域変化を読み取り、地

理的事象として見いだす

ことができる。 

 

 

縮尺の大きな地形図を活

用し、土地利用、地形、

地域変化を読み取ってい

る。 

 

 

 

地形図のどこを見ればよい

か、身近な建物や道路など

を確認させる。 

 

 



（ ４ ） 展 開  

段

階  

     

学 習 内 容 と 学 習 活 動  

 

指 導 上 の 留 意 点  

 

資 料  

 

問

題

の

把

握

５

分  

１  前 時 の 復 習 を す る 。  

 

２  新 旧 の 空 中 写 真 を 比 較 し て 、 変

わ っ た と こ ろ を 出 し 合 う 。  

 

３  本 時 の 課 題 を 確 認 す る 。  

 

 

１  地 形 図 の 約 束 事 を 確 認 す る 。  

 

２  地 域 の 変 化 に 気 付 か せ 興 味 を も た せ

る 。  

 

３  本 時 の 課 題 を 全 員 で 確 認 し 、 記 入 さ

せ る 。  

カ ー ド  

 

新 旧 の 空 中

写 真  

 

 

紙 板 書  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問

題

の

追

及

40

分  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  地 形 図 を 見 比 べ て 見 る こ と の 必

要 に 気 付 く 。  

 

５  新 旧 の 地 形 図 を 比 べ る 。  

 

(1)個 人 で 記 入 し 、 全 体 で 交 流 す る  

・  イ オ ン  ・ 高 速 道 路  ・ 河 川

・  イ ン タ ー チ ェ ン ジ  ・ 新 幹 線

・  西 バ イ パ ス  ・ 橋  ・ 警 察 署

・ 消 防 署  

 

 

・ 水 田  ・ 果 樹 園  ・ 宅 地  

(2)地 形 図 全 体 か ら 読 み 取 っ た 事 実

を 全 体 で グ ル ー プ 化 す る 。  

・  商 業 に 関 わ る 施 設  

・  生 活 に 関 わ る 施 設  

・  河 川 や 道 路 の 施 設  

 

６  読 み 取 っ た 事 実 を 生 活 と 結 び 付

け て 考 え る 。  

 

○ 班 毎 に テ ー マ を 分 担 し 、 班 で 話 し

合 う 。  

・ 買 い 物 が 便 利 に な っ た 。  

・ 既 存 商 店 街 が 停 滞 、 低 下 し た 。  

・ 暮 ら し が 便 利 に な っ た 。  

・ 人 間 関 係 が 薄 く な っ た 。  

・ 公 共 施 設 が 不 足 し て い る 。  

・ 安 全 、 安 心 に 暮 ら せ る よ う に な っ

た 。  

・ 水 害 の 心 配 が な く な っ た 。  

・ 交 通 が 便 利 に な っ た 。  

・ 通 勤 が 便 利 に な っ た 。  

・ 迷 路 の よ う な 道 路 が あ る 。  

・ 交 通 渋 滞 が 激 し い 。  

・ 川 へ の 不 法 投 棄 が あ る 。  

４  調 べ る た め に は 、 何 が 必 要 か 考 え さ

せ る 。  

 

５  新 旧 の 地 形 図 を 比 べ て 気 付 い た こ と

を 書 き 出 さ せ る 。  

◇ 評 価 ２ 【 学 習 シ ー ト 】  

(1)読 み 取 り で き な い 生 徒 に は 、 身 近 な 建

物 や 道 路 な ど の 位 置 を 確 認 さ せ 、 変 化

に 気 付 か せ る 。  

・ 新 し く で き た も の を 現 在 の 地 図 に 着 色

さ せ る 。  

・ 全 体 で 確 認 さ せ る 。  

・ 分 布 が 変 化 し て い る も の を 確 認 さ せ る  

(2)様 々 な 項 目 を で き る だ け グ ル ー プ 化 さ

せ る 。  

 

 

 

 

６  自 分 た ち の 生 活 に ど の よ う な 影 響 を

与 え た か を 考 え さ せ る 。  

◇ 評 価 １ 【 学 習 シ ー ト 】  

○ 話 し 合 い の 手 順 を 確 認 す る 。  

・ 最 初 に 自 分 の 考 え を 記 入 す る 。  

・ 班 長 が 司 会 を す る 。  

・ 交 流 シ ー ト に 記 入 す る 人 を 決 め る 。  

・ 班 員 一 人 一 人 が 自 分 の 考 え を 発 表 す る  

・ 班 で ま と め て 班 長 が 代 表 者 と し て 発 表

す る 。  

○ よ り 暮 ら し や す く な っ た こ と な ど を 確

認 さ せ る 。  

・ 生 活 が 便 利 に な っ た こ と 。  

・ 生 活 環 境 が 整 い 快 適 な 生 活 に な っ た こ

と 。  

○ 課 題 が あ る こ と に も 気 付 か せ る 。  

・ 地 域 の み ん な が 使 い や す い 身 近 な 道 路

が 必 要 な こ と 。  

 

 

 

昭 和 44年 と

平 成 18年 の

1/2.5万 の

地 形 図  

 

 

 

 

 

 

紙 板 書  

 

 

 

 

 

 

 

 

学 習 シ ー ト

 

 

 

 

 

 

交 流 シ ー ト

 

 

 

 

人 口 世 帯 数

の 推 移 ・ 交

通 量 の 変 化

私たちの住む地域は、どのように変化したのだろうか。 



 

 

 

 

 

ま

と

め

５

分  

 

 

 

 

 

７  地 域 の 変 化 に つ い て ま と め る 。  

 

８  都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン を 知 り  

 町 づ く り へ の 参 画 意 識 を 高 め る 。  

 

 

９  次 時 の 予 告 。  

・ 地 域 の 住 民 の 連 帯 や 協 力 が 必 要 な こ と  

・ 地 元 商 店 街 が 元 気 な 町 作 り が 必 要 で あ

る こ と 。  

７  自 分 の こ と ば で ま と め さ せ る 。  

 

８  町 づ く り が 計 画 的 に 行 わ れ て い る こ

と 、 プ ラ ン づ く り に 参 画 で き る こ と を

知 ら せ る 。  

 

９  次 時 は 地 形 図 を 見 比 べ て 分 か っ た こ

と か ら 調 べ た い テ ー マ を 自 分 た ち で 設

定 す る こ と を 知 ら せ る 。  
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